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11 月 22 日 長野県北部の地震 前後の地震活動 

図中の細線（橙色）は、地震調査研究 

推進本部による主要活断層帯を示す。 

青い＋印は地震観測点を示す。 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

震央分布図 

（2014 年 11 月 18 日～2015 年２月 10 日、深さ０～20km、Ｍすべて）

2014 年 11 月 22 日 22 時 07 分までの地震を赤で示す 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 
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（2014 年 11 月 22 日～2015 年２月 10 日、

Ｍ≧1.0） 

2014 年 11 月 22 日 22 時 08 分に発生した長野県北部の M6.7 の地震（最大震度６弱）の震源付近で

は、11 月 18 日から規模の小さな地震活動がみられた。22 日の M6.7 の地震発生後、同日 22 時 37 分

に最大規模の余震（M4.5、最大震度５弱）、11 月 23 日に M4.4 の余震（最大震度３）が発生した。そ

の後、12 月 22 日には、本震とほぼ同じ場所を震源とする M4.4 の余震（最大震度３）が発生した。 

※ M が 0.0 より小さい地震、あるいは 

M が決定できなかった地震は M＝0.0 に 

プロットしている 
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